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た学習プログラムを，総合的な学習の時間（2 単位）を用いた全 70 単位時間の構成として示した．学













































援について着目し研究に取り組んできた．本論文は、その成果をまとめたもので、4 部 12 章から
なる． 
 第 1 部は，研究の背景および目的を述べた第 1 章と，先行研究のレビューおよび本研究のアプ
ローチについて述べた第 2 章から構成される． 
 第 2 部は，情報リテラシーを育成するための各プロセスの支援について検討した六つの章から
構成される．第 3 章では，生徒がテーマとリサーチクエスチョンを設定するための支援について
提案している．第 4 章では，メディアの特性を踏まえた情報収集を支援するための参考文献を管








 第 3 部は，三つの章から構成される．第 9 章では，第 2 部で明らかにした各プロセスの支援を
踏まえて中学生に情報リテラシーを育成するためのモデルと学習プログラムを開発しており，学







 第 4 部は，結論を述べた第 12 章の一つの章から構成される． 
 以上要するに本論文は，中学生に情報リテラシーを育成するための支援について明らかにした
もので，情報リテラシー教育の早期化を目指した点においても意義があり，今後の情報リテラシ
ー教育におけるカリキュラムデザインや指導法，学習評価等，人間社会情報科学の発展に寄与す
るところが少なくない． 
 よって，本論文は，博士（情報科学）の学位論文として合格と認める． 
